
平
成
十
九
年
十
月
二
日
提
出

質

問

第

七

三

号

�
添
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

73



�
添
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

�
添
厚
生
労
働
大
臣
が
「
（
九
月
）
二
十
九
日
、
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
、
社
保
庁
職
員
の
横
領
を
防
ぐ
た
め
、
同
庁
の
保

険
料
徴
収
窓
口
を
廃
止
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
番
組
終
了
後
、
記
者
団
の
質
問
に
「
銀
行
は
信
用
な
る
け
ど
、

社
会
保
険
庁
は
信
用
な
ら
な
い
。
市
町
村
の
窓
口
は
も
っ
と
信
用
な
ら
な
い
」
な
ど
と
発
言
し
た
」
と
毎
日
新
聞
で
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
�
添
大
臣
の
発
言
に
つ
い
て
、
以
下
、
政
府
に
対
し
て
質
問
す
る
。

一

記
者
団
の
質
問
に
対
し
て
、
�
添
大
臣
が
「
銀
行
は
信
用
な
る
け
ど
、
社
会
保
険
庁
は
信
用
な
ら
な
い
。
市
町
村
の
窓
口

は
も
っ
と
信
用
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
た
の
は
事
実
か
。

二

も
し
当
該
発
言
が
事
実
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
毎
日
新
聞
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

三

も
し
当
該
発
言
が
事
実
な
ら
、
「
銀
行
は
信
用
な
る
け
ど
、
社
会
保
険
庁
は
信
用
な
ら
な
い
。
市
町
村
の
窓
口
は
も
っ
と

信
用
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。

四

三
に
関
連
し
、
特
に
「
市
町
村
の
窓
口
は
も
っ
と
信
用
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
、
市
町
村
が
最
も
信
用
で
き
な
い
か
の
よ

う
な
発
言
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

五

こ
う
し
た
�
添
大
臣
の
発
言
は
、
市
町
村
の
職
員
を
侮
辱
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
臣
と
し
て
到
底
容
認
で
き
な
い
発
言
と

一



考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


